
第3回 天野川の活用に向けたワークショップ

天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！

令和8年7月25日（土）



本日のスケジュール

１.はじめに

①本ワークショップの目的の再確認

②第1回、第2回ワークショップの振り返り

③全国のかわまちづくり事例の紹介

２.ワークショップ

天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！
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①ワークショップの目的を改めて…
天野川を活用することで、宮之阪中央商店街などの右岸地域と川原町商店街を含む枚方市駅周
辺の回遊性の向上、賑わいの創出、地域の活性化を図りたい！！
そのために、地元自治会、並びに、天野川で環境や文化、にぎわい創出などの活動している団
体、隣接する事業者などの皆様に天野川が「どのようになれば良いのか」「どのように活用すれ
ば良いのか」などについてアイデアを提案してほしい。
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②これまでの振り返り
～第１回ワークショップ 天野川の現状と課題の共有～
天野川の「良いところ、魅力」「課題だと思うところ」「こうなったらいいな」を話し合っていただき
ました。「いいところ」は、駅に近い立地にあり、自然や歴史を感じることができる場所、「課題」は自
然に触れたり、川を感じたりするための環境整備が不十分であることがわかりました。

こうなったらいいな課題だと思うところいいところ

・桜の名所

・マラソンコース

・親水公園

・遊歩道

・みんなで活用

・橋を活用したイベント

・河川敷でBBQ

・アユの遡上をPR

・イルミネーション

・サウナやマルシェ

・七夕祭りや音楽フェス

・鯉のぼり

・カフェや飲食店

・みんなで環境維持

・草の管理が大変

・夜が怖い

・ゴミの投棄が多い

・トイレやベンチが無い

・川へのアクセスが悪い

・右岸と左岸に渡れない

・増水時が心配

・利活用が難しそう

・市の中心から近い

・イベントが多い

・桜が多い

・自然豊か

・夕陽がきれい

・七夕スポット

・歴史が深い

・野鳥（カワセミ等）がいる

・アユが遡上する

・天野川という名前がいい

・散歩に最適

・蛍がいる

・川の水がきれい

・川の流れが緩やか
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②これまでの振り返り
～第２回ワークショップ 人が集まる場所ってどんなとこ～
みんなが行ってみたい場所の魅力を知ることで、人が集まる場所の魅力を再発見してもらいました。
「思い出」に関するキーワードが多くの班からでてきており、「思い出」に強く残るための仕掛けが人を
集めるためには大きな要素であることが分かります。

行きたくなる理由行きたい場所の特徴

・多様な思い出がある

・ロマンティック

・リラックスできる

・遊べる・体が動かせる

・自然を感じられる

・学ぶことができる

・食べ物が美味しい

・癒し・非日常が感じられる

・キャラクター・アイコンに触れることができる

・疑似体験ができる

・ご当地名物がある

・ご褒美時間が得られる

・日本人の根底にある人情を感じられる

・記憶と生活に伴う景色がある

・誰かと一緒に楽しめる

・島

・歴史・文化の残る場所

・身近なところ

・趣味のための場所

・食事の美味しい場所

・芸術に触れることができる場所

・テーマパーク

・体験できる場所

・思い出がある場所

・家族と行ける場所

・温泉・サウナ

・自然体験・学びができる場所

・建物が素晴らしい場所

・自然が豊かな場所
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これからのワークショップ（案）
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～ワークショップ（第３回～第６回）の流れ～
第３回 第４回 第５回 第６回令和８年度

７月２５（本日）
令和８年度
１０月～１２月（予定）

令和８年度
１月～３月（予定）

令和９年度
４月～６月（予定）

天野川周辺に
人を呼び込むアイデアを

考えよう！

アイデアを
より具体的に考えよう！

アイデアの実現性
を高めよう！

理想の天野川
かわまちづくり

やることのイメージ

天野川の魅力や、周辺の人の
流れを共有し、天野川へ人を
呼び込むためのアイデアを考
えます。

やることのイメージ やることのイメージ やることのイメージ

アイデアを実現するために、
必要な施設や仕組み、課題な
どを具体的に整理します。

アイデアを実現するための課
題や条件を踏まえて、必要な
見直しや課題解決の方法を話
し合い、より実現性を高めて
いきます。

これまでの成果をもとに、理
想の天野川の将来像を皆さん
で共有し、完成させます。

※第４回以降の内容は現時点の想定です。ワークショップの実施状況等を踏まえて
内容を修正する可能性があります。



③かわまちづくりとは？
かわまちづくりとは「河川空間とまち空間が融合し、賑わいのあるまちづくりによる

地域活性化に資する良好な空間形成を目指す取組」のことです。
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・水辺に親しめる空間

・憩い・交流・イベントの場
これからのイメージ

これまでのイメージ
・単調な風景

・人が近づきにくい



③かわまちづくりとは？
国土交通省では、

地域が川を活用したまちづくり

を進められるよう

「かわまちづくり支援制度」

を設けています。
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国

自治体
河川
管理者

企業・団体
（民間事業者など）

地元住民
（地元の皆さん）

この制度では

●河川管理者

●自治体

●地域住民

●民間事業者

が協力しながら、

地域にあった河川区間づくりを

進めることを支援しています。

支援制度

連携

行政だけでは、

魅力あるかわまちは

つくれません。

地域で活動する皆さんや

企業、学校など

多くのひとが関わることで

長く愛される場所に

なります。



③かわまちづくり支援制度を活用した
全国の取組事例

～天満川・旧太田川(本川)・元安川地区及び京橋川・猿猴川地区かわまちづくり（広島市）～

広島市は中心部を6本の川が流れる「水の都」であり、美しい水辺に恵まれています。その魅力を活か

して、河川空間において、従来規制されてきた民間による商業的な利活用を全国でも初めて可能とし、現

在、元安川、本川も含め、水辺に新たな魅力を創り出すため、民間のノウハウや活力を導入した「水辺の

オープンカフェ」を実施しています。

元安川のオープンカフェの様子 8



③かわまちづくり支援制度を活用した
全国の取組事例

～淀川河川敷十三エリアかわまちづくり（大阪市）～

大阪市淀川区は、淀川区役所跡地にて図書館・住宅・専門学校・スーパー等の複合施設の整備を進める

など、十三エリアの一体的な魅力向上に取り組んでいます。淀川区では、「子どもから大人まで多様な人

が自然に集い、交流の輪が広がり、人が繋がる河川敷」をコンセプトに、淀川河川敷十三エリアの魅力向

上のための都市空間を創造することを検討しています。
十三エリア整備イメージパース
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本日のワークショップ

天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！

ワークショップの目的

① 天野川への人の流れを考える

② 人を呼び込むためのアイデアを考える
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グループワークのポイント

出来るだけ参加者全員が発言できるようにしましょう！

 積極的に自由に発言してください！

 熱くなるのは大歓迎！でも一人でずっと話し続けるのはやめましょう

 他人の発言をよく聞き、相づちをうったり、褒めたりして、話しやす
い環境を作りましょう

注意してほしいこと

 発言時間が決められている時には、時間を守ってください

 誰かの意見を否定しないようにしましょう
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はじめに

------------自己紹介------------

①一人ずつ順番に

②お名前（ニックネームでもOK）と

ひとことコメント

ワークの前に、簡単な自己紹介をお願いします！



ワーク
～天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！～

 天野川周辺で「人が集まる場所」「魅力スポット」を話
し合い、付箋に書いてください。

 「人が集まる場所」「魅力スポット」にはどんな人が集
まるのか話し合い、付箋に書いてください。

①人が集まる場所・魅力スポットを整理しよう！（15分）

付箋

付箋

付箋

：人が集まる場所

：魅力スポット

：どんな人が集まる？
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駅、学校など

公園など

家族連れなど



 「人が集まる場所」「魅力スポット」を地図に書き込ん
でください。(シールの貼り付け）

 天野川周辺で人通りの多い道（ルート）を書き込んでく
ださい。

②人の流れ（ルート）を地図に書き込もう！ （15分）

：人が集まる場所

：魅力スポット

：主な人の流れ
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ワーク
～天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！～



 「人が集まる場所」から、天野川へ人を呼び込むアイデ
ア・仕掛けを考えてみましょう。

 「人が集まる場所」にはどんな人が集まるか（ターゲッ
ト）も考えながらアイデア・仕掛けを考えてみてください。

③どうやって天野川へ人を呼び込む？ （30分）

例えば…

枚方市駅 観光客 イルミネーション

人が集まる場所

ターゲット

（どんな人が集まる？）

呼び込むアイデア・仕掛け

（どんなことがあれば来たくなる？）
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ワーク
～天野川周辺に人を呼び込むアイデアを考えよう！～



各班の

「天野川へ人を呼び込むアイデア・仕掛け」

を発表してください（各班1～2分程度）
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発表タイム

自由に（安心して）

発表してください
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まとめ
～本日の振り返り～
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ご参加ありがとうございました！

皆さんの意見やアイデアが、より良い未来につながります。

引き続き、ご協力をよろしくお願いいたします。

次回の開催は

１０月２４日（土）１０時３０分を予定しています。


